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1) 与薬の技術

0経口薬の与薬

0筋肉 ・皮下注射

0点滴静脈注射

0輸液ボンプ・シリンジボンプ

2) 活動・休息援助技術

0車椅子による移送
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技術指導例

与薬の技術

【到達目標】

内服薬与薬 (経口) についての基本を習尾し、 安全 正確に与薬力僕施できる

【到達までの期間】

1ケ月～2ケ月

～経口薬の与薬～

看護技術を支える要素】

正しい薬郵」知識がある

患者確 認を、 医師の指示 等をもとに実施

‘愛昧な点は医師

患者、 寡族ヘわかりやすい言葉

患者の状況をアセスメントできる

状況に応じた、 与薬後の観察力や できる

でき

者に確認できる

で説明力t できる

【研 修方法】

合研

担当者 教育担当者等

研修内容 内服薬与薬の実施に必要な基刈勺態度 知識 技術

処方筵の読み方、 薬郵」知i哉 内服薬与薬の目的 手順、

施設のルール (安全面での約束事等) などを講義 演習方式を用

いて、 集合研修を行う

際の場面を見

シミユレーション研修 評

担当者 実地指導 者

研修内容 実施指導者とともに、 実際使用する物品を用いてシミユレ

ン研修、 研修後にチエックリストを用いて評価する

担当者 実地指導者

研修内容 イメージ化するため、 実際の場面を見学する

基礎教育での知識を確認する

薬剤の知:鼠 与薬の自的 手順、 施設の安全ルール、

留意点を確認する

アセスメントのポイント

歴亟 

担当者 実地 者

研修内容 実際の部署で、 手順に沿って実施する

担当者とともにチエックリストを用い行為を振り返る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


